
前
号
（
第
十
八
号
）
に
第
二
章
障
品
の
、
１
、
遍
等
の
五
障
、
２
、

加
行
に
対
す
る
九
つ
の
結
（
煩
悩
）
の
障
、
３
、
菩
薩
の
陣
～
ａ
↑

善
等
の
十
に
対
す
る
障
ま
で
一
応
和
訳
し
て
お
い
た
の
で
、
本
号

に
は
ｂ
、
十
能
作
（
十
因
）
以
下
に
つ
い
て
和
訳
を
試
み
よ
う
と

思
う
。
前
号
で
も
述
語
へ
て
お
い
た
よ
う
に
、
中
辺
分
別
論
の
第
一

章
相
品
、
第
三
章
真
実
品
に
つ
い
て
は
、
大
乗
佛
典
（
世
界
の
名
著

２
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
翅
年
刊
）
に
長
尾
博
士
の
現
代
的
な
訳
が
載

っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
章
は
今
の
と
こ
ろ
山
口
益
博
士
の
「
中

辺
分
別
論
釈
疏
」
（
安
慧
釈
）
に
部
分
的
な
訳
が
見
ら
れ
る
だ
け

で
あ
る
。
し
か
し
最
近
の
中
央
公
論
社
か
ら
の
．
〈
ン
フ
レ
ッ
ト
に

よ
る
と
、
大
乗
佛
典
全
鴫
巻
（
長
尾
博
士
、
梶
山
博
士
監
修
）
が
出
版

さ
れ
、
そ
の
第
娼
巻
の
世
親
論
集
に
は
、
中
辺
分
別
論
（
長
尾
博

士
訳
）
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
隔
月
刊
と
し
て
も
、
二
年
以
内

に
は
博
士
の
完
全
な
和
訳
が
世
に
出
る
は
ず
で
あ
る
。
学
界
の
発

中
辺
分
別
論
（
障
品
）
の
和
訳
並
び
に
研
究
の

展
の
た
め
に
、
こ
れ
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
私
は
昨
春
、
「
中
辺
分
別
論
の
諸
問
題
Ｉ
相
品
・
障

品
・
真
実
品
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
大
谷
学
報
、
第
五
十
二
巻
第
四

号
）
と
い
う
小
論
文
を
発
表
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
参
照
し
て

頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
、
和
訳
文
は
ｚ
紺
四
○
本
（
旨
且
ご
習
冨
ぐ
号
冨
盟
‐
豆
国
連
餌
』
罠
）
ご
Ｃ

后
置
）
を
底
本
と
し
た
。

一
、
本
文
の
上
欄
に
底
本
の
頁
数
を
附
し
、
下
欄
に
目
鼻
冒
本
（
胃
．

ｚ
四
昏
昌
巴
弓
呉
国
、
弓
吋
旦
．
少
国
色
目
己
皀
弓
豈
秒
屏
巨
房
冒
餌
（
旨
埜
回
国
ｇ
‐

ご
号
自
彊
‐
三
画
哩
国
』
爵
言
四
ご
雪
）
の
頁
数
を
附
し
た
。

一
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
（
北
京
版
）
の
頁
数
を
本
文
中
の
右
肩
に
示
し
た
。

一
、
本
文
中
の
〔
〕
の
中
は
、
文
意
を
明
確
に
す
る
た
め
に
訳
者
が

補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

＊

舟
橋
尚
哉

＊

＊
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一
、
本
文
中
の
日
向
国
は
訳
者
が
便
宜
上
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
に
と
っ
て
の
烟
等
の
如
し
。
㈹
顕
了
能
作
（
令
信
因
）
は
＄
臂
え

＊

＊

＊

ば
宗
（
官
四
且
鼠
）
に
と
っ
て
の
因
の
如
し
。
㈹
至
得
能
作
（
至

〔
和
訳
〕
得
因
）
は
、
浬
藥
等
に
と
っ
て
の
〔
聖
〕
道
等
の
如
し
。

以
上
の
如
く
、
日
生
起
の
障
は
善
に
対
す
る
〔
障
〕
と
見
ら
る

３
、
菩
薩
の
障
”
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
〔
善
〕
が
生
起
せ
し
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
が

３ｐ

ｂ
、
十
能
作
（
十
因
）
故
に
。
口
安
住
の
陣
は
菩
提
に
対
す
る
〔
障
〕
で
あ
る
。
そ
れ
〔
菩

ｑ
〉
ａ

①

ま
た
次
に
、
か
く
の
如
き
こ
の
障
は
善
等
（
の
号
闘
昌
）
〔
の
十
〕
提
〕
が
不
壊
動
性
（
農
○
国
胃
ぐ
“
）
の
故
に
・
白
任
持
（
号
目
）
の

②

に
つ
い
て
、
あ
る
対
象
（
自
昏
煙
）
に
対
し
て
十
能
作
（
十
因
）
と
障
は
摂
受
に
対
す
る
〔
障
〕
で
あ
る
。
菩
提
心
の
依
持
（
且
自
国
）

な
る
、
そ
の
対
象
に
関
連
し
て
知
ら
る
、
へ
き
で
あ
る
。
十
能
作
と
な
る
故
に
。
画
照
了
の
障
は
有
慧
性
に
対
す
る
〔
障
〕
で
あ
る
。

③

（
十
因
）
と
は
、
日
生
起
能
作
（
生
因
）
は
、
書
え
ば
眼
識
に
と
そ
れ
〔
有
慧
性
〕
が
照
了
（
顕
了
）
せ
ら
る
今
へ
き
で
あ
る
が
故
に
。

っ
て
の
眼
等
の
如
し
。
口
安
住
能
作
（
住
因
）
は
、
臂
え
ば
諸
衆
叫
⑤
変
壊
の
障
は
無
乱
に
対
す
る
〔
障
〕
で
あ
る
。
そ
れ
〔
無
乱
〕

生
に
と
っ
て
の
四
食
の
如
し
。
日
任
持
能
作
（
持
因
）
は
、
あ
る
”
が
迷
乱
を
転
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
変
壊
性
で
あ
る
故
に
。
㈹
分

も
の
が
、
あ
る
も
の
の
依
持
（
且
園
田
）
と
な
れ
る
も
の
に
し
て
、
離
の
障
は
無
障
に
対
す
る
〔
障
〕
で
あ
る
。
そ
れ
〔
無
障
〕
が
陣

４

９
ｂ

臂
え
ば
有
情
世
間
に
と
っ
て
の
器
世
間
の
如
し
。
倒
照
了
能
作
と
雛
る
る
が
故
に
。
㈲
転
変
の
障
は
廻
向
に
対
す
る
〔
障
〕
で
あ

（
明
了
因
）
は
、
書
え
ば
色
に
と
っ
て
の
燈
光
の
如
し
。
㈲
変
壊
る
。
菩
提
に
心
を
廻
向
す
る
相
で
あ
る
が
故
に
。
㈹
信
解
の
障
は

能
作
（
変
異
因
）
は
、
書
え
ば
所
熟
（
日
々
色
）
等
に
と
っ
て
の
不
怖
に
対
す
る
〔
障
〕
で
あ
る
。
信
解
な
き
に
よ
っ
て
怖
れ
る
が

火
等
の
如
し
。
㈹
分
離
能
作
（
相
離
因
）
は
、
臂
え
ば
所
断
故
に
。
㈹
令
信
（
顕
了
）
の
障
は
不
樫
に
対
す
る
〔
障
〕
で
あ
る
。

（
目
①
身
い
）
等
に
と
っ
て
の
鎌
等
の
如
し
。
㈹
転
変
能
作
（
廻
転
法
を
惜
し
ま
ざ
る
に
よ
っ
て
＄
他
を
信
ぜ
し
め
る
故
に
。
㈹
至
得

０
ａ

因
Ｉ
転
変
因
）
は
、
臂
え
ば
金
（
⑳
貝
『
胃
目
）
等
に
と
っ
て
の
金
師
の
障
は
自
在
に
対
す
る
〔
障
〕
で
あ
る
。
そ
れ
〔
自
在
〕
は
自
在

（
金
細
工
人
）
等
の
如
し
。
鎧
釧
等
の
も
の
と
し
て
変
化
す
る
に
力
（
自
在
性
）
を
得
る
相
あ
る
が
故
に
。

お
い
て
。
例
信
解
能
作
（
必
比
因
Ｉ
信
解
因
）
は
、
書
え
ば
火
等
「
能
作
（
Ｉ
因
）
に
十
種
あ
り
。
㈲
生
起
と
。
安
住
と
白
任
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持
と
倒
照
了
と
⑤
変
壊
と
㈲
分
離
と
㈲
転
変
と
伽
信
解
と
㈹

令
信
と
㈹
至
得
と
に
お
い
て
で
あ
る
。

日
眼
〔
等
〕
と
。
〔
四
〕
食
と
㈲
〔
大
〕
地
と
画
燈
光
と

③
火
等
の
、
そ
れ
ら
例
証
（
譽
職
）
と
、
ま
た
伺
鎌
と
㈹
工
巧

を
知
る
者
と
㈹
烟
と
㈹
因
と
㈹
道
等
〔
の
例
証
〕
で
あ
る
。
」

ね
が

菩
提
を
得
ん
と
楽
う
に
よ
っ
て
、
初
め
に
と
も
か
く
も
善
根
が

生
起
せ
し
め
ら
る
、
へ
き
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
善
根
力
が
任
持
せ

ら
る
る
に
よ
っ
て
菩
提
が
得
ら
る
寺
へ
し
。
更
に
ま
た
、
こ
の
善
根

を
生
起
せ
し
め
る
も
の
の
依
止
（
冒
鼻
質
目
）
は
菩
提
心
で
あ
る
。

こ
の
菩
提
心
の
所
依
（
凱
吋
四
割
沙
）
は
菩
薩
で
あ
る
。
更
に
ま
た
、

菩
提
心
を
起
せ
る
〔
菩
薩
〕
、
善
根
力
の
任
持
を
得
た
る
こ
の
菩
薩

⑤

に
よ
っ
て
、
顛
倒
を
断
ず
る
た
め
に
不
顛
倒
が
生
起
せ
し
め
ら
る

⑥

、
へ
き
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
見
道
に
お
い
て
顛
倒
が
な
い
か
ら
、

⑦
〔
次
に
〕
修
道
に
お
け
る
一
切
の
障
が
断
ぜ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

障
を
断
ず
る
に
よ
っ
て
、
一
切
の
善
根
が
無
上
正
等
覚
に
廻
向
せ

し
め
ら
る
、
へ
き
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
廻
向
力
を
持
す
る
に
よ
っ
て
、

深
広
な
る
法
の
教
説
に
お
い
て
怖
れ
ら
る
。
へ
き
で
は
な
い
。
同
様

⑧

に
、
怖
畏
な
き
意
（
心
）
に
よ
っ
て
、
諸
法
に
功
徳
を
見
て
、
他
の

人
々
に
そ
れ
ら
の
法
が
広
く
開
示
さ
る
ゞ
へ
き
で
あ
る
。
そ
れ
故
に

か
の
菩
薩
は
、
こ
の
よ
う
に
種
々
の
功
徳
力
を
持
す
る
を
得
て
、
姫

９

鯉
疾
く
無
上
正
等
菩
提
を
得
て
、
一
切
法
に
お
い
て
自
在
を
得
る
と
、

４
、
菩
提
分
と
波
羅
蜜
と
地
と
に
対
す
る
障

ｍ
ｂ

「
〔
菩
提
〕
分
と
波
羅
蜜
と
地
と
に
対
す
る
、
ま
た
別
の
障
あ

り
」
（
第
十
偶
ｃ
ｌ
ｄ
）

ａ
、
菩
提
分
に
対
す
る
障

と
も
あ
れ
、
菩
提
分
に
対
す
る
〔
障
〕
と
は
、

「
事
（
く
四
ｍ
目
）
に
善
巧
な
ら
ず
と
、
僻
怠
と
、
三
昧
に
と

ル
〃
イ

っ
て
の
二
の
劣
性
と
、
植
え
な
い
と
、
扇
弱
な
る
と
、
見

（
烏
豊
）
と
、
健
重
と
の
過
失
で
あ
る
」
（
第
十
一
偶
）

事
（
ぐ
閉
甘
）
に
善
巧
な
ら
ず
と
は
、
〔
四
〕
念
住
（
⑳
冒
昌
‐

口
冨
の
昏
目
四
）
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
塀
怠
と
は
〔
四
〕
正
断
に
対

す
る
〔
障
〕
で
あ
る
。
三
昧
に
と
っ
て
の
二
の
劣
性
と
は
〔
四
〕

神
足
に
対
す
る
〔
障
〕
で
あ
る
。
〔
二
の
劣
性
と
は
〕
仙
欲
と
精

⑩

進
と
心
と
観
と
を
円
満
す
る
に
、
い
ず
れ
か
一
つ
が
欠
け
て
い
る

⑪

に
よ
り
と
、
②
〔
八
〕
断
行
を
修
習
す
る
に
〔
い
ず
れ
か
一
つ
を
〕

欠
い
て
い
る
に
よ
り
と
で
あ
る
。

順
解
脱
分
（
日
○
丙
憩
古
園
四
百
）
〔
の
善
根
〕
を
植
え
な
い
と
は
、

〔
五
〕
根
に
対
す
る
〔
障
〕
で
あ
る
。
五
根
の
鼠
弱
な
る
と
は
、

こ
れ
ら
の
〔
五
〕
力
に
対
す
る
〔
障
〕
で
あ
る
。
所
対
治
（
障
）

と
相
雑
合
す
る
が
故
に
。
見
の
過
失
と
い
う
は
、
〔
七
〕
菩
提
分

こ
れ
が
善
等
の
次
第
で
あ
る
。
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に
対
す
る
〔
障
〕
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
見
道
に
よ
っ
て
顕
示
さ
れ

る
が
故
に
。
麓
重
の
過
失
と
は
、
〔
八
聖
〕
道
分
に
対
す
る
〔
陣
〕

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
修
道
に
よ
っ
て
顕
示
さ
れ
る
が
故
に
。

ｂ
、
波
羅
蜜
に
対
す
る
障

諸
波
羅
蜜
に
対
す
る
障
と
は
、

秘
「
日
富
貴
と
。
善
趣
と
日
有
情
を
捨
て
ざ
る
こ
と
と
に
対
す

る
陣
と
、
四
過
失
と
功
徳
と
の
減
と
増
と
に
対
す
る
〔
陣
〕

と
、
⑤
〔
所
化
を
〕
趣
入
せ
し
め
る
に
対
す
る
〔
障
〕
と
」

（
第
十
二
偶
）

「
㈹
解
脱
と
㈲
無
尽
と
、
㈹
善
の
無
間
〔
に
転
ず
る
に
対
す

る
障
〕
と
、
㈹
決
定
せ
し
め
る
こ
と
と
、
㈹
法
を
受
用
し
成

熟
せ
し
む
る
こ
と
に
対
す
る
〔
障
〕
と
で
あ
る
」
（
第
十
三
偶
）

こ
の
場
合
、
十
波
羅
蜜
に
は
八
あ
る
波
羅
蜜
の
果
な
る
も
の
、

そ
れ
を
障
う
る
に
よ
っ
て
、
そ
れ
〔
波
羅
蜜
〕
の
障
が
あ
る
と
説

⑫

か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
、
日
布
施
波
羅
蜜
に
と
っ
て
は
、
富

、
ａ

貴
と
主
権
と
に
対
す
る
障
が
障
で
あ
る
。
。
戒
波
羅
蜜
に
と
っ
て

は
、
善
趣
に
対
す
る
障
〔
が
障
〕
で
あ
る
。
白
忍
辱
波
羅
蜜
に
と

っ
て
は
、
有
情
を
捨
て
ざ
る
に
対
す
る
障
〔
が
障
〕
で
あ
る
。
画

精
進
波
羅
蜜
に
と
っ
て
は
、
過
失
と
功
徳
と
を
減
じ
そ
し
て
増
す
岬

こ
と
に
対
す
る
障
〔
が
障
〕
で
あ
る
。
㈲
静
盧
波
羅
蜜
に
と
っ
て

は
、
所
化
を
趣
入
せ
し
む
る
に
対
す
る
障
〔
が
障
〕
で
あ
る
。
㈹

般
若
波
羅
蜜
に
と
っ
て
は
、
解
脱
に
対
す
る
障
〔
が
障
〕
で
あ
る
。

㈲
方
便
善
巧
波
羅
蜜
に
と
っ
て
は
、
布
施
等
の
無
窮
尽
に
対
す
る

障
〔
が
障
〕
で
あ
る
。
菩
提
に
廻
向
す
る
に
よ
っ
て
、
そ
れ
（
布

施
等
）
は
無
窮
尽
な
る
が
故
に
。
㈹
願
波
羅
蜜
に
と
っ
て
は
、
一

切
の
生
処
に
お
い
て
、
善
の
無
間
に
起
る
こ
と
に
対
す
る
障
〔
が

障
〕
で
あ
る
。
願
力
に
よ
っ
て
、
そ
れ
（
善
法
）
と
随
順
す
る
生

（
巨
富
冒
昌
）
を
摂
受
す
る
が
故
に
。
㈹
力
波
羅
蜜
に
と
っ
て
は
、

そ
の
同
じ
善
の
決
定
せ
し
め
る
こ
と
に
対
す
る
障
〔
が
障
〕
で
あ

る
。
思
択
と
修
習
と
の
力
に
よ
っ
て
、
所
対
治
（
障
）
に
伏
せ
ら

れ
ざ
る
が
故
に
。
㈹
智
波
羅
蜜
に
と
っ
て
は
、
自
と
他
と
の
〔
自

ら
〕
法
を
受
用
す
る
こ
と
と
、
〔
他
を
〕
成
熟
せ
し
む
る
こ
と
と

に
対
す
る
障
が
障
で
あ
る
。
所
聞
の
義
が
言
の
如
く
に
は
な
い
と

覚
る
が
故
に
。

註①
直
訳
す
れ
ば
「
そ
れ
な
る
こ
の
障
は
」
で
あ
る
が
、
今
は
わ
か
り

や
す
い
よ
う
に
「
か
く
の
如
き
」
と
訳
し
た
。

②
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
高
官
儲
ｇ
「
・
…
：
と
な
る
」
と
あ
る
。

⑧
「
眼
等
は
眼
識
等
の
〔
生
起
因
〕
の
如
し
」
の
意
で
あ
る
。
ち
な

へ
．
〈
シ
ノ
メ
ー
ー
ノ
ル
ガ
卜

み
に
真
諦
訳
に
は
「
害
如
下
眼
入
為
一
眼
識
一
作
中
生
因
色
と
あ
る
。

側
「
例
え
ば
器
世
間
が
有
情
世
間
の
任
持
な
る
が
如
し
」
（
中
辺
分
別

論
釈
疏
一
二
九
頁
参
照
）
の
意
で
あ
る
。

⑤
ｚ
騨
醤
。
本
国
騨
目
冒
念
・
駕
急
．
ｇ
は
註
側
に
局
。
己
同
Ｐ
‐

｝
］
目
ご
島
と
あ
る
よ
う
に
、
目
号
．
名
目
ｇ
官
弓
ご
巳
か
ら
す
れ

0句
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ｊ
１

価
凹
ご
名
目
冒
騨
①
は
長
尾
本
註
⑪
に
国
①
ヰ
①
Ｈ
３
国
ｅ
侭
四
国
冨
曼
④
‐

、
蔚
口
四
ｓ
と
あ
る
よ
う
に
、
月
忌
．
嘗
置
』
］
日
日
騨
胃
品
忌
め
を
参

照
し
て
訳
し
た
。
但
し
月
旦
国
本
も
ｅ
，
匡
畠
．
曽
）
も
四
目
ｇ
四

本
も
（
や
引
当
．
と
ゆ
ぐ
君
騨
ｑ
色
黒
の
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

ル
ガ

ニ
ハ
キ
ニ

ニ
ニ
テ
二

⑦
玄
英
訳
に
「
由
二
見
道
中
無
二
乱
倒
一
故
、
次
於
一
一
修
道
｝
」
と
あ

る
に
よ
っ
て
、
「
次
に
」
を
補
っ
た
。

側
直
訳
す
れ
ば
「
見
る
人
食
詠
十
旨
）
に
よ
っ
て
」
で
あ
ろ
う
が
、

今
は
チ
。
ヘ
ッ
ト
訳
の
日
昏
８
国
四
ｍ
に
従
っ
て
一
‐
見
て
」
と
訳
し
た
。

９
ｐ
邑
巨
冒
苔
３
３
口
は
、
勿
論
⑳
ロ
ロ
‐
百
四
‐
武
判
引
の
過
去
能
動
分
詞

ｊｌ
で
あ
る
。

⑩
冒
獄
も
胃
鼠
は
罵
昌
自
国
「
円
満
」
の
詩
自
で
あ
る
が
、

目
昇
賦
本
令
．
勗
息
巴
で
は
名
腎
名
目
３
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
な
ら
「
不
円
満
」
で
あ
る
。
ち
な
み
に
山
口
博
士
「
中
辺
分
別

論
釈
疏
」
ｅ
自
認
さ
ふ
）
に
は
、
「
欲
と
勤
と
心
と
観
と
の
随
一
具

足
せ
ざ
る
に
由
り
て
不
円
満
な
る
が
故
に
」
と
あ
る
か
ら
、
不
円
満

の
方
が
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
表
現
の
相
違
で

あ
っ
て
意
味
内
容
は
同
じ
に
な
る
。

⑪
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
ｅ
』
器
島
・
巴
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

⑫
チ
｜
、
ヘ
ッ
ト
訳
に
よ
れ
ば
、
「
布
施
波
羅
蜜
の
果
で
あ
る
富
貴
と
主

権
と
に
対
す
る
障
で
あ
る
」
と
あ
る
。

本
は
弓
国
目
冨
念
．
Ｅ
畠
・
巴
）
の
ま
ま
で
詳

こ
の
ま
ま
で
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
但
し
、

吋
吋
巴
芦
野
創
念
、
窃
当
．
巳
と
な
っ
て
い
る
。

ば
、
勺
国
目
ｐ
ｐ
の
詩
》
己
．
と
見
る
尋
へ
き
で
あ
ろ
う
。
但
し
目
鼻
冨

本
は
弓
国
目
冨
念
．
Ｅ
畠
・
巴
）
の
ま
ま
で
註
は
な
い
。
と
す
れ
ば
↑

こ
の
ま
ま
で
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
但
し
、
砲
自
己
①
種
本
で
は

ネ

十
能
作
（
十
因
）
と
は
、
日
生
起
因
、
口
住
因
、
日
持
因
↑
四

明
了
因
、
⑤
変
異
因
、
㈹
相
離
因
、
㈹
転
変
因
、
㈹
信
解
因
、
㈹

令
信
因
、
㈹
至
得
因
の
十
の
因
（
厨
愚
息
Ｉ
能
作
）
の
こ
と
で
、

こ
れ
ら
は
先
の
（
障
品
第
九
偶
）
の
「
善
等
の
十
」
に
相
対
応
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
生
起
因
は
「
眼
等
が
眼
識
等
の
生
起
因
」

Ｏ

で
あ
る
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
生
起
の
障
は
善
に
対
す
る
陣
で
あ

る
と
い
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
善
窃
号
ロ
四
）
が
生
起
せ
し

め
ら
る
、
へ
き
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
妨
げ
る
か
ら
で
あ
る
。
ロ
住

因
は
「
諸
衆
生
に
と
っ
て
の
四
食
の
如
し
」
と
い
わ
れ
、
こ
の
安

○
○

住
の
障
は
菩
提
ｅ
且
巨
）
に
対
す
る
障
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
四

食
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
段
食
、
触
食
、
思
食
、
識
食
の
こ
と

１

で
、
こ
れ
ら
の
四
種
の
食
は
一
切
の
衆
生
の
為
め
な
る
も
の
で
あ

２

る
よ
う
に
、
菩
薩
が
一
切
有
情
を
利
益
し
安
楽
な
ら
し
む
る
意
楽

に
よ
っ
て
行
ず
る
と
き
、
転
依
の
相
な
る
菩
提
は
有
情
の
有
ら
ん

⑧

限
り
住
す
と
い
わ
れ
る
。
日
持
因
は
「
例
え
ば
器
世
間
が
有
情
世

。
○

間
の
任
持
な
る
が
如
し
」
と
い
わ
れ
、
こ
の
任
持
の
障
は
摂
受

（
普
冒
創
倒
畠
）
に
対
す
る
障
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
～

４任
持
は
菩
提
心
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
四
明
了
因
（
照
了
能
作
）

〔
研
究
〕
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は
「
色
に
と
っ
て
の
燈
光
の
如
し
」
と
い
わ
れ
、
有
慧
性
が
照
了

せ
ら
る
、
へ
き
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
妨
げ
る
か
ら
、
照
了
の
障
は

０
０
０

有
慧
性
ａ
言
目
鼻
ぐ
四
）
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
照
了
の

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
偶
文
で
は
胃
四
鼠
３
口
ゆ
き
．
箇
畠
〃
己
と
な

っ
て
い
る
が
、
本
文
で
は
号
匡
ぐ
冒
丙
は
含
望
畠
．
扇
》
弓
曽
．

一
鵠
）
と
な
っ
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
も
訳
語
を
変
え
て
、
偶
文

で
は
冨
冨
ロ
ヴ
望
四
（
山
口
本
固
困
）
を
用
い
、
本
文
で
は
囎
巴

宮
（
山
口
本
口
望
も
・
笛
）
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
⑤
変
異
因
（
変

壊
能
作
）
は
「
所
熟
等
に
と
っ
て
の
火
等
の
如
し
」
と
い
わ
れ
、

０
０

変
壊
の
障
は
無
乱
（
号
言
目
は
）
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
変
壊
能

伺

作
は
増
益
と
損
減
と
の
乱
の
転
滅
す
る
自
性
で
あ
る
か
ら
、
乱
無

き
故
に
変
壊
と
い
わ
れ
る
。
㈹
相
離
因
（
分
離
能
作
）
は
「
所
断

（
目
①
身
四
）
等
に
と
っ
て
の
鎌
等
の
如
し
」
と
い
わ
れ
、
分
離
の

０
０

障
は
無
障
（
沙
圖
ぐ
自
煙
目
）
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

無
障
は
障
と
離
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
㈹
転
変
因
は
「
金
等
を

鎧
釧
等
に
変
化
さ
せ
る
金
細
工
人
等
の
如
し
」
と
い
わ
れ
、
転
変

０
０

の
障
は
廻
向
（
国
四
は
）
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
菩
提
に
心
を
廻
向

す
る
こ
と
を
妨
げ
る
か
ら
で
あ
る
。
㈹
信
解
因
は
「
火
等
に
と
つ

○
○

て
の
烟
等
の
如
し
」
と
い
わ
れ
、
信
解
の
障
は
不
怖
（
四
日
目
め
胃
‐

芹
ぐ
ぃ
）
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
信
解
な
き
と
き
怖
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
㈹
令
信
因
は
「
宗
令
国
且
倒
）
に
と
っ
て
の
因
の
如
し
」

○
○

と
い
わ
れ
、
令
信
の
障
は
不
樫
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
不
樫
な
る

（
惜
し
ま
ざ
る
）
に
よ
っ
て
、
他
を
信
ぜ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。

㈹
至
得
因
は
「
浬
藥
等
に
と
っ
て
の
聖
道
の
如
し
」
と
い
わ
れ
、

０
０

至
得
の
障
は
自
在
（
く
ご
目
茸
騨
）
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
な
ぜ
な

⑥

ら
、
か
の
自
在
性
に
は
自
在
性
を
至
得
（
冒
号
盆
）
す
る
相
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
十
能
作
（
十
因
）
は
「
善
等
の
十
」
す
な
わ
ち
、

「
善
と
菩
提
と
摂
受
と
有
慧
性
と
無
乱
と
無
障
と
、
廻
向
と
不
怖

と
不
樫
と
自
在
」
（
障
品
第
九
偶
）
に
相
対
応
し
て
説
か
れ
て
お

７

り
、
安
慧
釈
に
は
「
生
等
よ
り
至
得
に
至
る
ま
で
の
義
（
対
象
）

に
随
っ
て
、
か
の
障
と
は
相
反
対
に
加
行
等
よ
り
三
昧
の
修
治
に

至
る
ま
で
の
も
の
が
十
能
作
と
な
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
と
こ

⑧

ろ
で
こ
の
十
能
作
は
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
巻
第
三
の
中
の
「
自
性

者
。
謂
能
作
因
目
性
差
別
者
。
謂
能
作
因
差
別
。
略
有
二
十
種
」

（
大
正
三
一
、
六
七
一
中
）
以
下
で
、
二
十
能
作
が
説
か
れ
る
中

の
、
初
め
の
十
能
作
に
相
当
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

．
生
能
作
謂
識
和
合
望
識
。
二
住
能
作
。
謂
食
望
已
生
及
求

生
有
情
。
三
持
能
作
。
謂
大
地
望
有
情
。
四
照
能
作
。
謂
燈
等

望
諸
色
。
五
変
壊
能
作
。
謂
火
望
薪
。
六
分
離
能
作
。
謂
鎌
等

望
所
断
。
七
転
変
能
作
。
謂
工
巧
智
等
望
金
銀
等
物
。
八
信
解

能
作
。
謂
煙
望
火
。
九
顕
了
能
作
。
謂
宗
因
嶮
望
所
成
義
。
十

4F－
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等
至
能
作
。
謂
聖
道
望
浬
薬
」
（
大
正
三
一
、
六
七
一
中
）

と
説
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
中
辺
分
別
論
に
お
け
る
十
能
作
の
説

き
方
と
殆
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
日
生
〔
起
〕
能
作
で
は

「
識
和
合
望
識
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文

で
は
中
辺
分
別
論
の
よ
う
に
眼
（
。
鳥
曽
）
と
い
う
語
が
入
っ
て
い

⑨

る
。
も
っ
と
も
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
ま
た
白
〔
任
〕

持
能
作
で
は
「
大
地
望
有
情
」
と
あ
る
が
、
中
辺
分
別
論
で
は

「
有
情
世
間
に
と
っ
て
の
器
世
間
」
で
あ
っ
た
し
、
㈹
顕
了
能
作

で
は
「
宗
因
嶮
」
と
あ
る
が
、
中
辺
分
別
論
で
は
「
宗
に
と
っ
て

の
因
の
如
し
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
の
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
上
げ
る
と
、

０

反
、
ｕ
、
１
．
．
．
Ｊ
４
１

二
口
計
も
ゆ
汁
威
炭
凹
吋
騨
冒
閏
ご
計
⑳
。
〕
四
計
冒
四
○
四
席
㈱
口
豈
の
習
昌
色
、
目
ぐ
』
］
国
四
口
四
ｍ
固
い
一
一

四
）
の
味
ロ
拝
肖
屏
脚
吊
四
口
四
門
ご
寺
四
○
く
ゆ
陣
冒
脚
幽
丘
幽
門
○
ず
』
〕
ロ
詳
画
口
脚
目
冒
め
ぃ
汁
計
ご
山
口
酔
拭
叶
胃

５
Ｊ
凸

の
Ｐ
Ｒ
ｐ
ｏ
ｐ
四
く
ゅ
扇
』
揮
曾
員
樗
○
Ｐ
｜
｜

●
●

い
）
ロ
ロ
Ｈ
は
汽
凹
時
湧
邑
囚
罫
冒
詐
騨
色
く
ゆ
佇
冒
脚
‐
ｐ
Ｈ
庁
ご
豈
渕
司
印
色
汁
詐
ぐ
曽
胃
四
国
二
一

笂
○
Ｒ
ｂ
Ｆ
Ｄ

吟
）
も
Ｈ
ｐ
丙
叫
恥
四
戸
四
門
四
口
四
国
〕
寺
四
・
］
ｐ
計
ぽ
い
℃
Ｈ
ゆ
Ｑ
引
勺
Ｃ
Ｈ
ｐ
℃
日
］
脚
ロ
ー
｜
“

画
）
ぐ
］
炭
脚
Ｈ
四
〆
幽
Ｈ
四
口
四
国
樗
弄
煙
旦
ぐ
ゅ
命
ロ
倒
四
伽
目
胃
芦
目
色
ご
四
国
四
⑩
冨
四
一
一

く

つ
）
ぐ
澤
昌
○
ぬ
四
］
穴
ｐ
Ｈ
砂
ｐ
ｐ
ｑ
戸
汁
四
△
】
色
井
匿
帥
Ｑ
働
叶
Ｈ
四
国
胃
（
〉
岸
］
①
。
『
ゆ
め
琶
句
ニ

ョ
）
も
四
胃
’
］
ロ
画
は
丙
倒
司
⑳
ロ
勢
門
画
庁
四
（
｝
く
騨
庁
彦
脚
蜜
］
も
秒
砿
津
〕
動
二
画
・
］
］
【
色
、
。
胃
匿
胃
口
唇
）
『
Ｉ

酌
）
の
、
↑
ロ
〕
も
Ｈ
口
庁
望
空
］
四
戸
脚
Ｈ
四
目
色
黒
ご
庁
色
色
『
Ｐ
律
〕
型
・
一
』
。
』
昌
○
（
四
）
賑
目
⑦
」
二

脚
ロ
引
巳
倒
汽
。

次
に
菩
薩
の
障
と
し
て
、
③
菩
提
分
と
⑪
波
羅
蜜
と
⑥
地
と
に

⑪

対
す
る
障
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
菩
提
分
は
声
聞
と
菩

薩
と
に
共
通
の
行
で
あ
る
か
ら
共
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
波
羅
蜜
と

諸
地
と
は
声
聞
と
菩
薩
と
で
異
な
る
か
ら
不
共
で
あ
る
と
い
わ
れ

マ
ハ
》
。

さ
て
菩
提
分
に
対
す
る
障
と
は
、
三
十
七
道
品
、
す
な
わ
ち
四

念
処
（
四
念
住
）
、
四
正
勤
（
四
正
断
）
、
四
如
意
足
（
四
神
足
）
、

五
根
、
五
力
、
七
覚
支
（
七
菩
提
分
）
、
八
正
道
（
八
聖
道
）
に
対

す
る
障
の
こ
と
で
、
初
め
に
㈲
事
（
ぐ
爵
冨
）
に
善
巧
な
ら
ず
と

は
、
四
念
住
（
四
念
処
）
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
四
念
住
は
事
、

と
な
っ
て
い
る
。
中
辺
分
別
論
と
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
と
の
間
で
、

訳
語
の
相
違
や
瞼
え
の
相
違
は
あ
る
が
、
そ
の
意
味
内
容
は
殆
ん

ど
同
じ
で
あ
る
。
と
も
か
く
も
こ
こ
に
中
辺
分
別
論
の
十
能
作
と

大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
の
二
十
能
作
と
の
関
連
性
が
見
出
さ
れ
て
ま

こ
と
に
興
味
深
い
。

巴
の
色
ロ
］
尼
尉
騨
合
］
働
昌
の
障
四
］
【
叫
吋
四
口
Ｐ
Ｒ
ご
計
四
口
目
Ｐ
守
屋
画
ｂ
月
色
は
一
皿
抑
彦
①
芦
拝
・
円
心
号
帥
‐

旨
計
色
ら
の
四
（
員
声
望
四
ｍ
国
四
一
一

］
ｅ
閏
）
局
騨
も
騨
恒
Ｐ
再
脚
門
四
Ｐ
ｍ
巨
巨
常
旦
買
価
一
陣
国
』
旨
閏
．
、
○
冒
胃
く
秤
眉
色
印
罰
四
』
｜
’

二二
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す
な
わ
ち
身
受
心
法
に
お
い
て
不
浄
、
苦
＄
無
常
、
無
我
を
観
じ

て
浄
、
楽
、
我
、
常
を
破
す
と
い
わ
れ
る
。
口
塀
怠
は
四
正
断

（
四
正
勤
）
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
日
三
昧
に
と
っ
て
の
二
の
劣

性
と
は
四
神
足
（
四
如
意
足
）
に
対
す
る
陣
で
あ
る
。
二
の
劣
性

と
は
、
①
四
神
足
す
な
わ
ち
～
欲
如
意
足
、
精
進
如
意
足
、
心
如

意
足
、
思
惟
如
意
足
の
欲
、
精
進
、
心
、
観
の
中
、
い
ず
れ
か
一

つ
を
欠
い
て
い
る
た
め
円
満
し
な
い
場
合
と
、
②
八
断
行
、
す
な

わ
ち
欲
、
正
勤
、
信
、
軽
安
、
念
、
正
知
、
思
、
捨
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
一
つ
を
欠
い
て
い
る
場
合
と
の
二
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で

「
欲
と
精
進
と
心
と
観
と
を
円
満
す
る
に
」
の
「
円
満
」
は
長
尾

本
令
．
路
畠
．
ご
）
で
は
も
胃
も
目
乱
念
四
国
冒
風
の
猯
．
侭
自
・
）

と
な
っ
て
い
る
が
、
目
鼻
国
本
宕
．
勗
畠
．
巴
で
は
名
副
ゼ
ロ
ｑ
色

含
侭
．
こ
と
な
っ
て
い
る
。
砲
沙
目
①
冒
本
（
や
＄
・
戸
巴
で

⑫

も
〔
己
冒
尉
君
胃
樹
と
な
っ
て
お
り
、
更
に
安
慧
釈
で
も
「
欲
と

勤
と
心
と
観
と
の
随
一
具
足
せ
ざ
る
に
由
り
て
不
円
満
な
る
が
故

に
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
不
円
満
の
方
が
よ
い
よ
う
に
も

⑬

思
わ
れ
る
。
但
し
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
「
円
満
」
と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
表
現
の
違
い
で
あ
っ
て
、
意
味
内
容
は
同
じ
で

あ
る
。
⑲
順
解
脱
分
（
目
○
房
四
‐
ｇ
掛
胃
↑
）
を
植
え
な
い
と
は
五

根
、
す
な
わ
ち
信
、
勤
、
念
、
定
、
慧
の
五
根
に
対
す
る
障
で
あ

ル
イ

る
。
国
五
根
の
扇
弱
な
る
と
は
五
力
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
五
根

の
扇
弱
な
る
と
き
、
不
信
等
の
所
対
治
（
障
）
と
相
雑
合
す
る

（
ぐ
菌
ぐ
巴
日
息
騨
）
故
に
、
五
力
（
信
力
、
勤
力
、
念
力
、
定
力
、

慧
力
）
に
対
す
る
障
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
絢
見
の
過
失
と
は
七

覚
支
（
七
菩
提
分
）
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
七
覚
支
（
念
覚
支
、

択
法
覚
支
、
精
進
覚
支
‐
喜
覚
支
、
軽
安
覚
支
、
定
覚
支
、
捨
覚

⑭

支
）
は
見
所
断
の
煩
悩
を
断
ず
る
と
き
起
る
支
（
自
彊
）
で
あ
る

⑮

か
ら
、
「
こ
れ
ら
見
道
に
よ
っ
て
顕
示
さ
れ
る
が
故
に
」
と
説
か

れ
て
い
る
。
㈲
鹿
重
の
過
失
と
は
八
聖
道
（
八
正
道
）
に
対
す
る

⑯

障
で
あ
る
。
種
子
が
阿
頼
耶
識
中
に
住
す
る
鹿
重
（
習
気
）
は
見

所
断
よ
り
余
の
有
漏
で
あ
っ
て
、
修
道
所
断
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

ら
八
正
道
（
正
見
、
正
思
、
正
語
、
正
業
、
正
命
、
正
精
進
、
正

念
、
正
定
）
に
対
す
る
障
は
修
道
に
よ
っ
て
顕
わ
さ
れ
る
と
い
わ

れ
る
。以

上
の
如
く
菩
提
分
に
対
す
る
障
と
は
、
佛
教
の
実
践
道
で
あ

る
三
十
七
道
品
の
各
衣
に
対
す
る
障
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
特
色
は

⑰三
十
七
道
品
の
上
に
修
行
の
段
階
を
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

⑱
「
順
解
脱
分
〔
の
善
根
〕
を
植
え
ざ
る
は
諸
根
に
対
す
る
障
な
り
」

⑲

と
説
か
れ
、
ま
た
「
煙
と
頂
と
に
よ
り
て
顕
わ
さ
る
る
も
の
は
実

に
諸
根
な
り
」
と
説
か
れ
て
、
「
五
根
」
の
上
に
語
ら
れ
て
い
る
。

鋤

次
の
「
五
力
」
の
上
で
は
「
所
対
治
を
征
御
し
了
り
た
る
よ
り
し

て
忍
と
世
第
一
法
と
の
時
に
信
等
は
力
の
名
を
得
」
と
説
か
れ
て
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さ
て
次
に
菩
薩
の
障
と
し
て
、
波
羅
蜜
に
対
す
る
障
が
説
か
れ

る
。
こ
れ
は
菩
提
分
が
声
聞
と
菩
薩
と
に
共
通
で
あ
る
の
に
対
し
、

鋤

波
羅
蜜
に
お
い
て
は
共
通
で
は
な
い
か
ら
不
共
と
い
わ
れ
、
「
菩

薩
こ
そ
波
羅
蜜
（
と
諸
地
）
に
依
れ
る
義
あ
り
」
と
説
か
れ
て
い

る
。
波
羅
蜜
に
対
す
る
障
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
十
波
羅
蜜
に

対
す
る
障
で
あ
る
。
日
富
貴
と
主
権
と
に
対
す
る
障
と
は
、
布
施

波
羅
蜜
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
富
貴
巴
安
固
昌
騨
は
勿
論
泳
ぐ
胃
四

十
く
ゆ
で
あ
り
、
ｇ
ｇ
ｐ
①
奪
胃
②
の
意
で
あ
る
と
思
う
。
チ
寺
ヘ
ッ
ト

鰯

訳
の
巳
ご
侭
冒
（
凰
呂
）
に
は
そ
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
。
口
善

趣
に
対
す
る
障
と
は
＄
戒
波
羅
蜜
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
匂
有
情

を
捨
て
ざ
る
こ
と
に
対
す
る
障
と
は
、
忍
辱
波
羅
蜜
に
対
す
る
障

で
あ
る
。
四
過
失
を
減
じ
、
功
徳
を
増
す
こ
と
へ
の
障
と
は
精
進

波
羅
蜜
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
こ
で
は
「
減
と
増
」

の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
は
冒
昌
‐
く
局
目
目
と
な
っ
て
い
る
が
、
す
ぐ

後
の
十
地
を
説
く
障
品
第
十
五
偶
で
は
宮
］
ご
‐
且
巨
冨
と
な
っ

い
る
。
更
に
七
覚
支
の
上
で
は
、
「
覚
は
こ
こ
に
は
見
道
を
意
趣

せ
り
」
と
説
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
段
階
が
見
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
三
十
七
道
品
中
の
「
五
根
」
「
五
力
」
「
七
覚
支
」

の
上
に
修
行
の
段
階
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

’
一
一

て
い
る
。
⑤
所
化
を
趣
入
せ
し
め
る
（
ゆ
く
酉
薗
３
９
）
こ
と
に
対
す

る
障
と
は
、
静
盧
波
羅
蜜
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
㈹
解
脱
せ
し
む

る
（
乱
日
○
３
国
轡
）
こ
と
に
対
す
る
陣
が
般
若
波
羅
蜜
（
智
慧
波
羅

蜜
）
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
い
わ
ゆ
る
六
波
羅
蜜
で
あ

る
が
、
こ
の
論
で
は
更
に
四
つ
の
波
羅
蜜
が
加
わ
っ
て
、
十
波
羅

蜜
が
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
㈹
布
施
等
の
無
窮
尽
に
対
す

る
障
が
方
便
善
巧
波
羅
蜜
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
菩
提

燭

に
廻
向
す
る
に
よ
り
て
布
施
等
が
無
窮
尽
で
あ
り
、
大
菩
提
に
廻

向
す
る
施
等
の
善
根
は
佛
果
の
如
く
尽
き
ず
と
説
か
れ
て
い
る
。

㈹
一
切
の
生
処
に
お
い
て
、
善
の
無
間
に
起
る
こ
と
に
対
す
る
障

が
願
波
羅
蜜
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
㈹
善
の
決
定
せ
し
め
る
こ
と

に
対
す
る
障
と
は
、
力
波
羅
蜜
に
対
す
る
障
で
あ
る
。
思
択
と
修

習
と
の
力
に
よ
っ
て
、
所
対
治
（
障
）
に
伏
せ
ら
れ
な
い
（
四
国
‐

号
巨
ご
目
ぐ
煙
）
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
偶
文
（
第
十
三
偶
）
で
は

ノ
ノ
ト

ガ
一
一
ス
ル
ト

玄
英
訳
「
所
作
善
決
定
」
、
真
諦
訳
「
所
作
常
決
定
」
と
あ
り
、

い
ず
れ
も
「
所
作
」
が
入
っ
て
い
る
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

凰
冨
戴
冨
３
９
は
「
決
定
せ
し
め
る
こ
と
」
の
意
で
あ
る
と
思
う
。

ち
な
み
に
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
を
見
る
と
己
①
の
冒
儲
ず
淵
。
（
決
定
せ
し

め
る
）
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
註
釈
の
と
こ
ろ
で
は
、
玄
奨

ノ
ノ
ル
コ
ト
ヲ

訳
「
所
作
善
得
一
一
決
定
］
」
と
あ
り
「
所
作
」
が
入
っ
て
い
る
が
、

ヲ
ス
ル

真
諦
訳
で
は
「
善
法
決
定
事
」
と
あ
っ
て
「
所
作
」
は
入
っ
て
い
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な
い
。
紛
自
と
他
と
の
〔
自
ら
〕
法
を
受
用
す
る
こ
と
と
、
〔
他
を
〕

成
熟
せ
し
む
る
こ
と
と
に
対
す
る
障
が
智
波
羅
蜜
に
対
す
る
障
で

“

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
ら
法
を
受
用
し
安
住
し
て
甚
深
広
大
の
大

乗
法
を
享
受
す
る
こ
と
と
、
法
を
説
い
て
有
情
を
成
熟
せ
し
む
る

こ
と
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
の
障
は
＄
所
聞
の
義
が
言
の
如
く

で
あ
る
と
伺
察
す
る
こ
と
、
ま
た
少
慧
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

閥

以
上
の
如
く
、
十
波
羅
蜜
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
第

六
〔
智
〕
慧
波
羅
蜜
は
出
世
間
の
無
分
別
智
で
あ
り
、
そ
の
智
に

よ
っ
て
一
切
の
障
を
次
第
を
も
っ
て
断
ず
る
が
、
し
か
る
に
方
便

と
願
と
力
と
智
と
の
波
羅
蜜
は
出
世
間
道
後
得
智
の
所
摂
で
あ
る

と
い
わ
れ
る
。
第
十
智
波
羅
蜜
は
最
勝
で
あ
る
の
に
ど
う
し
て
無

分
別
智
で
な
い
の
か
と
い
え
ば
、
智
波
羅
蜜
は
無
分
別
智
の
後
得

齢

智
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
自
ら
も
法
の

受
用
を
味
領
し
、
他
の
者
を
も
成
熟
せ
し
む
る
」
と
い
う
後
得
智

の
境
地
こ
そ
大
乗
菩
薩
道
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(6)(5)(4)（3）(2)（1）註

シ
ノ
〈
メ
ナ
ル
ガ
ノ

真
諦
訳
に
は
「
如
三
四
種
食
為
二
一
切
衆
生
一
」
と
あ
る
。

山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
二
一
八
頁
’
二
一
九
頁
参
照

同
書
一
二
九
頁
参
照

同
書
一
二
九
頁
参
照

同
書
一
三
○
頁
参
照

同
書
一
三
二
頁
参
照

⑦
同
書
一
二
八
頁
参
照

⑧
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
巻
第
四
（
大
正
一
三
、
七
一
三
中
）
に
相

当
し
て
い
る
。
（
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
一
三
四
頁
註
⑧

参
照
）

⑨
影
印
北
京
版
一
二
一
巻
画
ミ
ー
４
１
３
参
照

⑩
弱
国
且
富
国
》
シ
冒
昼
冒
吋
日
四
の
騨
冒
ロ
。
８
笛
旦
嚴
昌
盟
』

⑱
四
目
命
甘
口
肖
戸
①
汁
④
口
昌
。
、
Ｐ
も
、
い
ぃ
『
．
Ｈ
い

⑪
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
一
三
六
頁
参
照

⑫
同
書
一
三
八
頁
参
照

⑬
山
口
博
士
「
漢
蔵
対
照
弁
中
辺
論
」
三
五
頁
参
照

⑭
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
一
三
九
頁
参
照

⑮
本
文
（
和
訳
）
四
三
頁
参
照

⑯
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
一
四
○
頁
参
照
（
取
意
）

⑰
三
十
七
道
品
に
つ
い
て
は
対
治
修
習
品
（
ｚ
侭
騨
○
本
も
．
ｇ
以
下
）

で
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
。

⑬
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
一
三
八
頁
参
照

⑲
同
書
一
三
九
頁
参
照

⑳
同
書
一
三
九
頁
参
照

⑳
同
書
一
三
六
頁
参
照

⑫
Ｆ
ｏ
冨
呂
ｏ
冒
目
国
恥
昌
胃
菌
冒
‐
曾
冒
異
昌
目
＆
９
国
目
に
は

も
目
函
冒
》
ｃ
）
目
色
ロ
の
少
『
目
色
と
あ
る
。

㈱
山
口
博
士
「
中
辺
分
別
論
釈
疏
」
一
四
四
頁
参
照

②
同
書
一
四
五
頁
参
照
（
取
意
）

燭
同
書
一
四
六
頁
参
照
（
取
意
）

“
同
書
一
四
六
頁
参
照

（
未
完
）
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